
臨床研究のお知らせ 

① 試料・情報の利用

目的及び利用方法 

研究課題

名 

妊孕性温存の意思決定に影響する要因の検討 

実 施 予定

期間 

倫理審査承認後（2024年 10月 23日）～2025年２月 23日 

研究の概

要 

 

当院生殖医療科では妊孕性温存治療を行っています。妊孕性温存を行

うかどうかの意思決定は短時間の中で行われ、困難を伴うことも多く

あります。限られた時間の中で適切に情報提供を行い、よりよい意思

決定の支援ができるよう方法を検討しています。 

対象患者 2009年 5月１日から 2024年８月 31日の間に，当院生殖医療科

において，妊孕性温存のために外来受診をされた患者さんを対象とし

ます。 

② 利用または提供

する試料・情報の

項目及び個人情報

保護について 

通常の外来診療の中で得られた以下のデータを利用します。個人が特定される情報

を公開することはありません。 

・患者さんの年齢、性別、原疾患、治療経過、婚姻の有無、子どもの有無 

・医師および看護師の経時記録 

データの利用は倫理審査承認後に開始します。他機関への情報提供はありません。 

③ 研究責任者 県立広島病院 

所属科：看護部（外来）職名：看護師 氏名：植田彩 

④ 試料・情報を利用

する者の範囲 

植田 彩 

⑤ 試料・情報の管理

責任 

県立広島病院 

⑥ 試料・情報の利

用・提供停止につ

いて 

本研究の対象患者に該当する可能性のある患者さんで，ご自身の試料・情報等が

研究に利用されることを拒否される場合は，お申し出ください。お申し出いただ

いても今後の診療などに不利益が生ずることはありません。 

ただし，お申し出の時点でデータ解析等が終了している場合は，データを利用

させていただくことがありますのでご了承ください。 

⑦ ⑥の受付 ⑥について，ご希望の方（代理人可）は下記の相談窓口にご連絡ください。 

相談窓口 県立広島病院 看護部（外来）職名 看護師 氏名 植田彩 

TEL（代表）：082-254-1818（平日 8時 30分～17時 15分） 

研究計画書及び研究の方法に関する資料を他の研究対象者等の個人情報及び知的財産の保護等に支障が

ない範囲内で入手又は閲覧できますので，問い合わせ先にご連絡ください。 

 


